
i 

， 
， 

J-，
パ

¥

‘時

一

橋

論

議

第
三
十
三
巻

第
一
一
旗

ソ

ヴ
ニE

ー
ト
同
盟
の
債
格
制
度

目

次

Z

問
題

ロ
工
業
製
品
の
侵
格

向
小
質
債
格
と
卸
質
債
格

a
小
貰
債
絡

b

卸
一
貫
債
絡

仰
債
絡
の
構
成
要
素

a

原
債

b

利
潤

c

取
引
税

d

商
業
費
用

即
農
業
製
品
の
債
格

ω
調
達
債
格
、
買
付
債
絡
お
よ
び
農
産
口
聞
の
卸
賓
債
格

乱
調
蓬
債
格

b
頁
付
債
格

k 

‘台、，

野

村

雄

々

C

農
産
品
卸
資
債
格

仰

ヨ

ル

ホ

1
ズ
市
場
債
格

I 

問

題

資
本
主
義
経
梼
に
闘
す
る
プ
ル
ジ
笥
ア
科
準
は
、
あ
る
意
味
で

は
、
債
格
と
利
子
卒
と
に
閲
す
る
分
析
を
中
心
と
し
宅
う
ど
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
賠
は
、
と
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
の
典
擦

を
あ
げ
て
み
せ
る
ま
で
も
な
く
、
多
く
の
専
門
家
の
承
認
を
え
る

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
祉
合
主

義
経
携
に
闘
す
る
説
明
に
類
推
的
に
導
入
さ
れ
て
、
そ
こ
で
多
く

の
誤
解
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
ニ

0
年
代
以

降
の
計
量
経
批
判
肌
争
ひ
と
つ
を
と
ヲ
て
み
て
も
、
経
曹
の
計
霊
化

に
お
け
る
債
特
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
機
能
の
評
僚
か
ら
、
計
霊
経
構

F 
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の
不
可
能
や
困
難
性
が
び
き
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
(
こ
れ
に
謝
し
て
、
ソ
グ
ェ

I
ト
粧
梼
に
お
け
る
計
霊

化
の
可
能
性
を
積
極
的
に
主
張
す
る
人
々
は
、
世
合
主
義
経
梼
と

し
て
の
ソ
ヴ
ェ
I
F
経
構
内
部
に
お
け
る
債
格
の
意
義
の
分
析
か

ら
、
そ
の
議
論
を
出
費
さ
せ
ね
ば
な
ら
、
な
か
っ
た
。
ソ
ヴ
ア
ー
ト

計
壷
経
梼
を
擁
護
し
た
ド
岬
ノ
プ
や
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
の
計
童
経
梼
論

は
、
そ
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
あ
っ
，
た
J

同
様
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
態
度
は
、
取
引
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。

19 

私
の
以
下
の
小
論
は
、
こ
の
よ
う
な
欣
況
に
う
な
が
さ
れ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
、
あ
る
い
は
ま
た
、
ソ
グ
ェ
I
ト
債
格
の
本
質
に
つ
い

て
の
、
批
評
や
分
析
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
私
は
、
私
の
主
題

を
、
専
ら
、
ソ
グ
ェ

l
ト
債
格
制
度
に
限
っ
た
。
ソ
ヴ
ェ

1
ト
商

業
機
構
、
ソ
グ
ェ
I
ト
債
格
の
費
動
お
よ
び
ソ
ヴ
ェ
I
ト
債
格
の

本
質
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
私
の
議
論
の
ら
ち
外
に
お
か
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
私
・
日
身
の
非
力
に
つ
い
て
の
反
省

か
ら
で
あ
り
、
更
に
は
、
こ
の
よ
う
に
庚
汎
た
問
題
は
一
歩
一
歩

片
附
け
て
行
く
方
が
い
い
と
い
う
警
戒
心
か
ら
で
も
あ
る
。
私

段
、
と
と
で
、
ま
ず
、
ひ
と
く
ち
に
ソ
グ
ェ

I
干
債
格
と
い
わ
れ

y
グ
ェ

I
F
同
盟
の
僚
格
制
度

る
も
の
の
な
か
に
、
ど
れ
だ
け
の
種
類
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
、

更
に
は
ま
た
、
右
に
言
及
し
た
取
引
税
を
も
含
め
た
ソ
ヴ

z
l
ト

債
格
の
諾
構
成
要
素
と
そ
れ
ら
相
互
間
の
関
係
と
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
つ
と
め
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
設
明
が
充
分
に

興
え
ら
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
で
も
、
た
し
か
に
「
初
歩
的
」
と

い
う
意
味
に
お
い
て
の
色
白

B
E
g
-
た
作
業
で
し
か
な
い
。
し

か
し
、
私
は
、
ー
ー
や
や
勢
い
こ
ん
で
言
う
こ
と
を
許
さ
れ
る
た

ち
ば
ー
ー
と
の
論
議
が
、
経
梼
率
的
に
意
味
あ
る
全
論
議
の
最
初

に
来
る
も
の
と
し
て
巳
0
8
8
S
H
(初
歩
的
)
で
あ
る
と
同
時

に
、
も
し
と
の
黙
の
五
確
さ
を
依
く
な
ら
ば
、
ソ
ヴ
ェ
I
ト
経
済

に
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
全
論
議
の
科
事
性
が
保
詮
さ
れ
え
な
い
と

い
う
意
味
で
も
巳
出

B
E
E
-
(基
本
的
)
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
勢
い
こ
ん
で
、
そ
こ
ま
で
一
吉
田
っ
て
し
ま
わ
な
く
て

も
、
ソ
グ
ェ

1
ト
債
格
制
度
の
考
詮
に
は
、
資
本
主
義
諸
闘
の
債

格
制
度
の
吟
味
と
は
一
一
躍
別
の
意
義
が
あ
る
こ
、
と
は
、
容
易
に
言

い
う
る
と
思
う
。
、
と
い
う
の
は
、
ソ
グ
ェ
I
F
債
格
は
、
の
ち
に

も
の
べ
る
よ
う
に
、
計
童
債
格
で
あ
り
、
需
給
関
係
の
影
響
を
直

接
に
は
う
け
な
い
ま
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
意
味
か
ら
い
う

ξ
、
債
格
の
決
定
や
僚
格
の
艶
化
に
づ
い
て
、
制
度
的
要
因
は
き

H
i
u
t
t
-

3

1

-

F

J

匂

咽

l

p

，，

-

d

、，

i

h

1

J
h
s
h
L
P
t
y¢

rtvE良
陀

1
f
t
s
e
p
b
p官
t
r
b臨
ゐ

riu払
砂
川

v
h
v
r
tト
F
F
z
~
z
r
u
t
h由
F
F
1
t
v
i
e
-掛
;
L
f
r一

A
v
f
t
l
h
e町、
t
%弘同，
AFrEぺ
?
?
Z
L
H
R
‘t'R
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一

橋

論

議

第
三
十
三
品
位

第
一
一
波

わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
賠
は
、

私
が
、
ソ
グ
ェ

I
ト
債
格
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
制
度
的
側
面
を

問
題
に
す
る
主
た
る
理
由
で
あ
る
Q

(

1

)

と
こ
で
私
が
指
し
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
〈
、
一
九
二

O
年
頃
以
降
、
ソ
グ
ェ

I
ト
同
盟
白
一
昨
曾
・
主
義
を
萌
芽
白
う
ち
に
哩

み
み
た
プ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
壌
者
。
側
か
ら
向
さ
れ
た
、
「
計
費
終
済
不

可
能
論
」
と
し
て
白
い
わ
ゆ
る
経
済
計
算
論
、
吋
げ
OC氏
。
臼
2
4司
H

ユ'

R
E
P
2
0口町口同口
m
U
F
0
5
0
0弓
氏
。
8
5
5
5
g
-
g
v己主

で
あ
り
、
そ
の
代
表
者
は
、
ミ
I
ぜ
ス
ド
ロ
件
笠
間
ヨ
)
国
営
{
由
。
印
、

ウ
ェ

1
パ

1

冨
P
H
4
司。ヴ
O
H
、
プ
ル
ッ
ク
ス
出
。
氏
出
回
同
ロ
g
r
c目、

ハ
イ
エ
ク
吋
・
〉
・
出
柏
戸
刷
、
Gr
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
、
批
判
的
紹
介
は
、

ス
ウ
4

1
ジ
I

『
枇
舎
主
義
』

moロ
庄
町
宮
(
一
九
四
九
年
)

O

第

一
ニ
鴛
白
内
容
を
成
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
の
忠
貨
な
結
介
と
文
献

誌
は
、
山
田
雄
一
ニ
『
計
叢
の
経
済
斑
論
』
(
一
九
四
二
年
)
、
『
資
本
主

義
経
済
計
費
と
一
位
舎
主
義
経
済
計
費
』
(
噌
訂
版
、
一
九
五
一
年
)
お

上
ぴ
佐
藤
豊
一
一
一
郎
『
計
費
経
済
論
』
(
一
九
五
二
年
)
な
ど
に
あ
る
。

(
2
)
2
・
民
自
己
8

ロD
ず

y
m
c
i
o
H
8
0ロ
C
B庁
内
凶

2
0
Z
H
u
g
o凶
仲

回
目
白

8

3
ロ-HLC口
acロ
SKH∞
・
。
何
回
伊
一
司

-H-uMMPCHm司
O
O
N
F
m
o
a

n山色ぽ
B
U
H泊
h
F

申・回以斤・

ω・

(

3

)

賓
際
に
は
、
紙
数
の
関
係
上
、
第
一
白
問
題
だ
け
に
限
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
第
二
白
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
舎
を
待
っ
こ

主
に
し
た
い
。

II 

工
業
製
品
の
債
格

(1) 

小
寅
債
格
と
卸
費
債
格

小
高
貝
債
格

「
閤
民
や
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
園
管
お
よ
び
協
同
組
A
口
経
俸
の
小
責

商
業
か
ら
商
品
を
獲
得
す
る
場
合
の
最
終
盤
格

l
lこ
謀

、

図
家
小
買
債
格

B
G同
4
3
5
E
5
宮
ω
Z
5
5
5
5出
Z

で
あ
る
。
」

と
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
岡
家
小
貰
債
格
「
on苫
告
白
S
E
r
-
m
H
5留
'

雪
国
V
3
貝

gr-EEP目白
B
F
P口
向
日
目
印
有
巾
凶
器
供
ま
ず
、

間
半
一
一
慣
格
自
民
間
宮
内
口
市
出
巴
で
あ
り
、
計
重
債
格
で
あ
る
。

債
格
の
計
霊
化
に
つ
い
て
の
現
行
制
度
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
一
九
三

0
1一
二
五
年
以
後
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

は
、
最
高
債
格
出
c
o
Z
S
B山
田
町
お
主
び
最
高
商
業
費
用
問
。
。
げ
日
マ

げ
m
F
H
H
仏
昨
日
目
出
回
出
口
口

g
を
政
府
が
決
定
し
、
商
業
機
関
は
そ
れ
に
従
ヲ

て
取
引
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
一
九
三

O
年
に
、
全
小
費
商
業
取

引
の
四
分
の
三
が
園
管
お
よ
び
協
同
組
合
企
業
に
集
中
し
た
。
こ

の
事
貫
と
、
一
九
一
ニ

O
年
の
税
制
改
革
ハ
一
九
二
九
年
十
二
月
五
日
、

業
中
央
委
員
曾
決
定
二
九
三

O
年
九
月
二
日
一
貫
施
)
お
よ
び
同
年
の
銀

a 
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行
制
度
改
革
と
に
も
と
づ
き
、
一
九
三
O
i
三
五
年
に
債
格
は
守

霊
化
さ
れ
た
。
現
行
制
度
の
基
礎
は
、
そ
の
期
聞
に
つ
く
ら
れ
た
。

現
行
債
格
制
度
の
基
礎
が
お
か
れ
た
一
九
一
ニ
O
i
一
ニ
五
年
は
、

ま
た
、
同
時
に
、
第
一
に
は
、
社
合
主
義
経
梼
制
度
の
確
立
期
で

あ
り
、
第
こ
に
は
、
配
給
制
度
廃
止
の
時
期
で
あ
る
。
と
こ
で
は
、

比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
第
一
の
黙
を
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
第

二
の
黙
に
づ
い
て
、
略
述
し
て
お
こ
う
。
鞍
時
共
産
主
義
期
(
一

九
一
八
!
一
九
二
O
)
の
配
給
制
度
以
後
、
配
給
制
度
が
再
質
施

さ
れ
た
白
は
一
九
二
八
年
で
あ
る
が
、
一
九
三
九
年
に
は
配
給
外

商
業

5
5
4
2
n
E国
4
0
匂

E
E
R
開
。

E
E
R
N
Eロ
仏
即
日
が
貫
施

さ
れ
、
一
九
三
二
年
に
は
配
給
制
の
範
国
が
縮
少
さ
れ
、
自
由
市

場
が
公
認
さ
れ
た
。
一
九
三
三
年
に
は
四
O
%
の
債
格
引
き
下
げ

が
な
さ
れ
、
一
九
三
四
年
に
は
債
格
引
き
下
げ
と
と
も
に
、
田
給

制
の
康
止
が
行
わ
れ
た
。
右
の
配
給
制
時
限
止
と
と
も
に
、
現
行
債

格
制
度
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
(
な
お
、
債
格
引
き
下
げ
に
つ

い
て
い
え
ば
、
一
九
三
五
年
に
四
七
%
の
債
格
引
き
下
げ
が
、
一

九
三
六
年
に
三
五
%
の
慎
格
引
き
下
げ
が
、
一
九
三
七
年
七
月
に

は
五
i
一
六
%
の
工
業
製
品
の
慣
格
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
と

い一日
J
以
上
を
一
一
吉
に
し
て
い
う
と
、
ソ
グ
ェ

1
3控
躍
が
、
世

y
グ
ェ

1
干
同
盟
の
債
格
制
度

合
主
義
工
業
化
に
成
功
し
(
一
九
三
五
|
六
年
)
、
農
業
を
集
圏
化

し
、
社
合
主
義
経
踏
を
確
立
し
、
食
料
お
よ
び
生
活
必
需
品
の
生

産
と
配
給
も
第
二
次
五
カ
年
計
霊
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
或
る
程
度

の
成
果
を
あ
げ
た
こ
と

k
併
行
し
て
、
現
行
僚
特
制
度
が
確
立
し

た
の
で
あ
る
。

園
家
小
賢
債
格
は
、
単
一
一
償
格
で
あ
る
と
、
さ
き
に
の
べ
た
が
‘

小
棄
さ
れ
る
商
品
に
よ
っ
て
、
ソ
同
盟
全
国
胞
に
わ
た
ヮ
て
間
単
一
の

債
格
を
施
行
す
る
も
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
を
匝
切
っ
て
、
首

該
地
方
内
に
お
い
て
皐
一
の
債
格
を
施
行
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

前
者
を
全
同
盟
債
格

8
5国
5
E
g
z
ξ
い
い
、
後
者
を
地
方
債

格
口
。
出
口

5
5
5国
民
と
い
う
。
全
同
盟
債
格
を
と
る
も
の
は
、
〈
具

料
お
よ
び
大
量
商
品
(
す
な
わ
ち
、
繊
維
、
煙
草
製
品
、
化
粧
品
、

茶
、
燃
料
、
火
酒
な
ぎ
〉
で
あ
り
、
地
方
債
格
を
と
る
も
の
は
、

穀
物
、
動
植
物
油
、
肉
類
加
工
品
、
マ
ー
ガ
リ
ン
た
ど
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
債
格
の
、
債
格
形
成
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
ま
と
め
て

の
ベ
る
。

食
堂
お
よ
び
族
館
の
小
費
債
格
は
、
と
れ
を
別
に
論
じ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
の
小
費
償
格
は
、
営
該
施
設
の
性

格
か
ら
み
て
三
種
類
に
わ
け
ら
れ
、
販
賛
さ
れ
る
商
品
の
性
質
か

21 
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ら
み
て
、
二
種
類
に
わ
け
ら
れ
る
。

ま
、
ず
、
食
堂
お
よ
び
技
館
は
、
債
格
政
策
上
、
営
該
施
設
の
性

質
か
ら
み
て
三
種
類
に
わ
か
れ
る
。
第
一
種
類
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

高
絞
カ
フ
ェ
、
困
立
劇
場
の
食
堂
で
あ
り
、
第
二
種
類
は
、
旅
館
、

大
衆
食
堂
お
よ
び
食
堂
、
茶
昂
、
カ
フ
ェ
で
あ
り
、
第
三
種
類
は
、

柑
労
働
者
、
勤
務
者
、
準
生
な

E
を
封
象
と
す
る
食
堂
企
業
の
支
屈

で
、
右
の
文
信
を
お
い
て
い
る
企
業
、
機
閥
、
事
校
な
苫
か
ら
、

場
所
、
照
明
、
鹿
一
民
、
水
道
、
運
搬
用
具
な
ど
を
無
料
で
提
供
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
兵
膿
的
に
い
え
ば
工
場
附
設
の
食
堂
、
ク
ラ

ブ
の
食
堂
、
思
校
の
食
堂
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
白
種

類
別
に
し
た
が
ワ
て
、
小
賢
一
債
格
の
格
付
け

J
浩
ぃ
、
第
一
種
類

に
も
ヲ
と
も
高
く
、
第
三
種
類
に
も
っ
と
も
低
い
。

つ
ぎ
に
、
食
堂
や
放
館
で
買
ら
れ
る
商
品
の
種
類
に
よ
っ
て
、

小
賓
債
格
は
異
な
る
。
第
一
は
、
全
同
盟
債
格
ま
た
は
地
方
債
格

と
し
て
統
一
小
，
資
債
格
の
あ
る
商
品
、
・
た
と
え
ば
、
タ
バ
コ
、
マ

ヅ
チ
、
バ
ン
類
な
ど
で
、
と
れ
は
、
右
の
統
一
小
費
債
格
で
費
ら

れ
る
。
第
二
は
、
果
物
、
菓
子
類
、
諸
種
清
涼
飲
料
水
で
、
こ
れ

は
、
卸
賓
債
格
に
謝
し
て
、
第
一
種
類
の
施
設
で
は
ご
O
%
、
第

二
種
類
の
施
設
で
は
一
O
%
、
第
三
種
類
の
施
設
で
は
五
%
が
、

商
業
割
噌

5
5
h
E
一
回
目
b
白
色
臼
注
目
口
宮
山
内
白
と
し
て
加
算
さ
れ

る
。
茶
、
委
酒
、
火
酒
が
コ

y
プ
又
は
茶
碗
で
費
ら
れ
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
性
格
に
従
ヲ
て
、
債
格
差
が
つ
け
ら
れ

る
。
第
三
種
類
は
こ
れ
ら
の
施
設
で
調
理
し
て
出
す
料
理
で
、
こ

れ
に
は
、
商
品
別
及
び
施
設
種
類
別
に
き
め
ら
れ
た
因
明
商
業
省

決
定
の
最
高
債
格
の
範
圏
内
で
小
吏
債
格
が
さ
め
ら
れ
る
。

b 

卸
賢
債
格

国
家
卸
費
債
格
「
。
円
吉
田
匂
2
S
E
r
-巾
O
ロ
8
F
5
5
E
一向円

2
g
a

E
ロ
の
宮
の

S
F
S白
色
町
一
官
。
山
田
日
と
は
、
基
本
的
に
は
、
各
産
業
部

門
の
販
責
セ
ン
タ
ー
が
他
の
吐
合
主
義
企
業
ま
た
は
商
業
機
関
に

そ
の
商
品
を
引
渡
す
場
合
の
、
国
営
工
業
の
供
給
者
債
格
門
回
目
。

ド

E
0
4
5
8
で
必
る
。

園
家
小
買
債
格
と
同
じ
く
、
園
家
卸
買
債
格
も
、
一
つ
の
統
一

債
格
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
園
家
卸
買
債
格
の
統

一
化
、
と
計
章
一
化
と
が
園
家
小
責
債
格
の
統
一
化
と
計
霊
化
と
の
た

め
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
ー
l
「
社
合
主
義
工
業
に
お
け
る
債

格
形
成
の
最
も
困
難
な
問
題
の
一
つ
は
、
工
業
商
品
の
諸
債
格
の

統
一
化
、
す
な
わ
ち
、
別
々
の
企
業
で
作
出
さ
れ
る
、
同
一
種
類

か
っ
同
一
品
質
の
商
品
に
封
し
て
一
づ
の
統
一
一
慣
格
を
決
定
す
る

22 



こ
と
で
あ
る
。
」

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
格
の
計
主
化
と
統
一
化
の
必
要
は
、

ソ
ヴ
ェ

I
ト
経
揖
制
度
ξ
不
可
分
に
結
び
づ
い
て
い
る
。
こ
の
賦

を
賓
詮
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
四
九
年
一
月
一
日
か
ら
責
施
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
、
卸
品
買
債
格
に
闘
す
る
改
正
を
と
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
改
正
に
よ
ヮ
て
、
卸
賓
債
格
の
統
一
性
(
同

一
商
品
に
封
す
る
同
一
一
慣
格
)
が
強
化
さ
れ
、
ま
た
各
種
商
品
の

債
格
闘
係
が
改
慶
さ
れ
、
全
憧
と
し
て
卸
責
債
格
が
勢
働
生
産
性

の
引
上
げ
や
調
立
採
算
制
の
逢
行
な
ど
に
お
い
て
果
す
べ
き
役
割

が
強
化
さ
れ
た
。
同
時
に
、
従
来
重
工
業
に
封
し
て
典
え
ら
れ
て

い
た
補
助
金
吉
言
百
三
色
白
血
冨
主
出
岳
σ
m己
)
話
口
氏
。
ロ
が
鹿

止
さ
れ
た
。
ソ
グ
ェ

I
F
政
府
が
、
経
費
の
弔
時
化
と
と
も
に
、

と
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
基
本
的
な
理
由
が

あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
と
い
う
の
は
、
卸
責
債
格
の
統

一
性
と
生
産
性
の
引
上
げ
や
濁
立
採
算
制
の
遂
行
と
の
密
接
な
関

連
性
で
あ
る
。
と
の
黙
を
や
や
た
ち
い
ヲ
て
吟
味
し
よ
う
(
第
了

表
)
。

23 

右
の
例
解
に
お
い
て
、

A
B
C
三
つ
の
生
産
性
の
相
異
た
る
企

業
に
、
卸
寅
債
格
が
統
一
的
に
興
え
ら
れ
た
揚
合
、
生
産
性
が
低

y
グ

Z
1
1
r
同
盟
の
債
格
制
度

原債と利潤の関係

図定車一債格(取引税を含む卸寅債格〕 100 100 

原債 (a) 40 45 50 
平均計重原債 45 45 45 

平均利潤(10%) 4.5 4.5 4.5 

夜号!稔額 50.5 50.5 50.5 

取引況を除いた卸賓債格 49.5 49.5 49.5 

-資E際m利〉潤 (b) 9.5 4.5 -0.5 

23.75 10.0 -1.0 a 

資料 HansLanger. Das Preissystem der Sowjetunion， Berlin 
1953， S. 30. 

註 ゴチでない部分仕，図家によって固定され，各企業司自由にろぜかせな

い古五分，ゴチヅタ活字。部分は，各企業が自由に動かし号る部分.

く
賞
際
の
原
慣
が
高
い
企
業
は
、
生
産
性
が
高
く
貫
際
の
原
僚
が

低
い
企
業
よ
り
も
貴
際
利
潤
が
少
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
損
失
を

招
く
と
と
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。
と
の
揚
合
、
右
の
企
業
に
棉
助
金

(.~位ループル)

IA企業IB企業Ic企業

第1表

f
l
i
p
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も
興
え
ら
れ
ず
、
統
一
的
な
卸
責
債
格
に
例
外
も
認
め
ら
れ
な
い

と
す
れ
ば
、
右
の
企
業
に
蔑
さ
れ
た
道
は
、
原
債
の
引
下
以
外
に

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
統
一
的
卸
貰
債
格
と
濁
立
採
算
制

と
は
、
生
産
性
の
引
き
上
げ
を
、
各
企
業
に
強
制
す
る
手
段
と
な
・

っ
て
い
る
。

債
格
の
構
成
諸
要
素
は
、
あ
と
で
と
り
ま
と
め
て
略
述
す
る
が
、

卸
買
債
格
の
種
別
に
閲
し
て
取
引
税
が
問
題
と
な
る
の
で
、
と
の

賦
だ
け
ち
ょ
ヲ
と
ふ
れ
て
お
こ
う
。
大
部
分
の
生
産
財
に
封
し
て

は
、
取
引
視
が
賦
課
さ
れ
な
い
。
し
た
が
ヲ
て
、
石
茨
、
木
材
、

化
皐
製
品
、
機
棟
類
等
に
お
い
て
は
、
卸
貰
債
格
は
、
原
債
と
企

業
利
潤
と
の
和
で
あ
っ
て
、
取
引
税
お
よ
び
元
費
機
関
の
た
め
の

割
増
を
含
ま
な
い
。
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
、
治
金
業
の
製
品
は
、
取

引
視
を
含
ま
な
い
が
、
元
責
機
関
の
費
用
お
ま
び
利
潤
を
人
告
白
出
。

前
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
企
業
そ
の
も
の
が
直
接
に
製
品
を

ひ
き
わ
た
す
た
め
に
、
元
貰
機
関
の
た
め
の
割
増
は
不
要
で
あ
る

の
に
封
し
て
、
セ
メ
ン
干
業
、
冶
金
業
に
お
い
て
は
、
右
の
産
業

部
門
の
元
寅
機
闘
が
集
荷
と
部
門
の
外
へ
の
販
買
と
を
ひ
き
う
け

る
た
め
に
、
そ
の
費
用
が
加
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
(
こ
れ
を
部
門

の
卸
貰
債
格

E
g
g
-目
見
出
宮
口
匂
OPE-
自
己
自
国
O
B出
と
い
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
す
ぐ
あ
と
で
の
ぺ
る

J

生
産
手
段
の
う
ち
の
孔
耐
と
、
消
費
手
段
全
部
に
封
し
て
は
、

取
引
税
が
謀
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
P

て
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
お
い

て
は
、
卸
責
債
格
は
、
原
僚
、
企
業
利
潤
、
取
引
税
、
元
費
機
闘

の
費
用
お
よ
び
利
潤
の
和
で
あ
る
。

取
引
視
が
賦
課
さ
れ
ず
、
ま
た
、
部
円
単
位
の
集
荷
が
な
さ
れ

ず
、
企
業
が
自
ら
他
企
業
に
商
品
を
卸
貰
販
買
す
る
商
品
に
お
い

て
は
、
企
業
の
卸
貰
債
格
。
日
。
田
宮
内
民
自
民
国
℃
2
4
z
E恒三円回目。

可
回
、
耳
目
付
唱
。
」

WHHEr-m10山
由
。
と
部
門
の
卸
賓
債
格
(
あ
る
い
は

工
業
の
卸
責
債
格
〉
。
ョ

S
5
5
E
出力口宮

E
5
2
5
2国山
H
E
H
H
a

m
包
括
8』
F
E
A
E
3叶
丘
町
四
と
の
直
別
は
な
い
。
(
例
、
石
茨
、
木

材
、
化
皐
製
品
、
機
械
類
)
し
か
し
、
取
引
税
が
賦
課
さ
れ
た
り

(
例
、
石
油
、
消
費
財
の
全
部
〉
、
ま
た
、
部
門
翠
位
の
集
荷
が
な

さ
れ
、
そ
の
う
え
で
卸
賀
さ
れ
る
商
品
(
例
、
セ
メ
ン
ト
、
金
属

類
)
に
お
い
て
は
、
右
の
二
つ
の
直
別
が
必
要
と
な
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
揚
A
口
に
基
本
と
な
る
の
は
企
業
の
卸
費
債

格
で
あ
る
が
、
と
の
、
企
業
の
卸
賓
債
格
に
よ
っ
て
生
産
品
の
計

霊
的
決
定
が
行
わ
れ
る
。
|
「
工
業
の
会
害
、
企
業
員

買
債
格
お
よ
び
現
物
車
位
に
つ
い
て
計
重
さ
れ
る
よ

M 
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ソ
ヴ
ェ

I
ト
同
盟
に
お
い
て
、
一
九
四
七
年
以
後
一
九
五
四
年

現
在
で
前
後
七
同
の
園
按
小
賢
一
償
格
の
引
下
げ
が
あ
ヲ
も
ん
と
と

は
、
'
既
に
こ
れ
を
論
じ
た
。
卸
費
債
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
見
る

と
、
一
九
五

O
年
一
月
一
日
に
、
金
属
、
化
皐
製
品
、
建
設
材
料
、

木
材
お
ま
び
木
製
品
、
機
械
類
に
封
ナ
る
卸
買
債
格
お
よ
び
蟻
道

運
賃
の
引
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
五

O
年
七
月
に
は
更
に

庚
汎
た
引
下
げ
が
行
わ
れ
(
第
二
表
)
、
一
九
五
一
年
三
月
一
白
に

は
、
軽
円
{
業
お
よ
び
食
料
品
工
業
の
生
産
物
の
卸
買
債
格
が
引
下

げ
ら
れ
問
。
こ
れ
ら
を
一
貫
的
に
見
れ
ば
、
閤
家
小
買
債
格
の
引

第2表 1950年 7月1日
の卸寅物侵引下げ措置

における引下卒

l山 1月 1
日現在の物債
にttする%
20 

37-47 
15-50 

10 

20 

20 

20 

20-30 

10-40 

15-25 

8 

12 

銭錨
普通鋼

医延銑及び銅

人浩セシイ

化事製品

セメエ/ト

ベユ/ジν
機被および設備

鍛道運賃

河川運賃

自動車運賃

荷車運賃
一一一一一一-ー一一--'-
資持 HansLanger， Das Pre. 
issystem der Sowjetuni. 

on， Berlin 1953. S. 68. 
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下
げ
は
、
園
家
卸
貰
債
格
の
引
き
下
げ
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。
後
者
は
、
卸
貰
債
格
を
構
成
す
る
諾
要
素
の
引

y
N
y
z
I
ト
同
盟
の
僚
格
制
度

き
下
げ
(
た
と
え
ば
、
原
債
の
引
下
げ
、
取
引
税
の
軽
減
一
等
)
に

よ
っ
て
始
め
て
可
能
と
た
る
。

図家小賢債格の構成

!?F料 車線費
ヱ 1 企 菩E d、
場 商 業 F号 責 l
原 業 の の

債|

その部企業門全の燈費の費用 | 経間接費 債 原 卸
卸

その 用 債
責
費 格

販賢費用
領
領格

2企業の利潤 格

3冗元賓責機機関関のの流幸iJ遁i筒費用 1元の頁士機め関の
割引

4取引説

5 商商業業機機闘関のの利流潤遁費用

第1回

〆
l

k

d

も

防

↑

，

，

ム

F
t
ン

p

h

h

r

し

v

'

e

、、

資料 G.L. Rubinstein， B. 1. Go官。1，A. K. Kulikow， W. 1. Moskwin: 
Die Oekonomik des Sow台thandels.(Gesamtredaktion M. M. Lifiz) 
Berlin 1953， S. 544 
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白、LM
必
e
F
L
1

・

原

料

・

主

要

材

料

-

補
助
材
料

I

l

l

-

nu
燃
料

1
i
l
-
-

↓
|
直
接
経
費
」

践

流

水

l

1

i

l

l

-

一

?
?
|
」
丁
工
場
原
健
l
一

全

日

制

凶

器

開

市

げ

丁

間

接

経

費

L

T

商

業

原

債

|

格

収

実

費

用

|

|

一

融

企

業

の

利

潤

|

1

企

業

の

卸

寅

府

議

ta--

二

買

機

関

の

ー

一

涜

通

費

用

|

「

一

充

実

機

閣

の

一

|

部

門

の

卸

賢

債

格

|

一

一

冗

寅

機

関

の

一

た

め

の

割

引

一

一

利

潤

|

一

一

一

丁

小

寅

債

絡

て
、
提
示
し
て
み
よ
う
。
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
の
あ
げ
た
第
一
表

(
原
債
と
利
潤
と
の
関
係
)
の
な
か
で
、
卸
吉
良
債
格
と
、
利
潤
と

取
引
税
額
と
は
岡
家
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ

れ
ら
が
、
園
定
さ
れ
れ
ば
、
原
慣
も
事
費
上
規
定
さ
れ
た
こ
と
に

た
る
。
計
重
原
債
と
賓
際
原
債
と
の
差
が
、
企
業
の
超
過
利
潤
-
な

い
し
損
失
と
な
る
。
い
ま
こ
れ
だ
け
を
前
置
き
し
て
、
債
格
形
成

ヲ，
}

a

e

E

Y

一

橋

論

叢

第
三
十
一
一
Z
穆

策
一
一
探

第2圃

(2) 

債
格
の
構
成
要
素

間
家
小
一
貫
債
格
の
構
成
は
、
第
一
固
で
一
不
ナ
と
お
り
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
を
、
別
の
形
で
解
説
的
に
示
す
と
、
第
二
闘
の
と
お
り

で
あ
る
。

い
ま
、
現
貫
の
債
格
の
設
定
過
程
を
、
ひ
と
つ
の
設
例
に
よ
P

. ，・

必

取
引

利商洗商税
j周業遁業
機費機
関用閥
のの

_11-1 
商
業
費
用
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を
設
例
し
て
み
主
う
。
ハ
ン
ス
・
ラ
ン
ガ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
例

を
ひ
い
て
い
る
。
-
|
↑

ω小
貰
債
格
は
一
二

C
0
ル
ー
ブ
ル
、

ω

取
引
税
は
取
引
税
こ
み
卸
責
債
格
(
部
門
の
卸
責
債
格
)
の
二

O

%、

ω計
重
利
潤
は
取
引
税
ぬ
き
卸
買
債
格
(
企
業
の
卸
買
債
格
)

の
五
%
、

ω商
業
費
用
問

S
宏

Z
3
5
0
は
小
費
債
格
の
五
%

と
、
そ
れ
ぞ
れ
固
定
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い
の
債
格
計
算
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。
(
第
三
表
)
こ
の
場
合
、
企
業
の
貫
際
原
僚
が
八

六
六
ル
ー
ブ
ル

四

O
カ
ペ
イ
カ

を
上
廻
れ
ば
、

貴
際
利
潤
は
四

五
ル
ー
ブ
ル
六

債格の形成過程

言十葦原俊

企業の計量利潤

取引税ぬき卸賓債格
(企業の卸責債格〉

取引ぬ

取引税とみ卸賢債格
(部門の卸寅償格〕

商業費用

小責債格

866.40 

45.60 

912.00 

228.00 

1140.0。
60.00 

1200.00 

第3表

a 

原
償

資料 Hans Langer. Das Preis-

system der Sowjetunion. Be-

rlin 1953. SS. 16-17. 

O
カ
ペ
イ
カ
を

下
廻
り
、
下
廻

れ
ば
、
そ
の
逆

と
た
る
。
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原
慎
門
市
町
何
日

C
E
E
G
-
円
四
円

o
m
m
H
Z昇
。
聞
け
一
冊
目

つ
ぎ
の
諸
賄
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ー
ー
に
つ
い
て
は
、

y
グ
ェ

1
ト
同
盟
の
僚
格
制
度

，
 

1
J
W
Y咋
九
手
、
土
日
ガ

" .. 

ω
長
期
的
に
み
れ
ば
、
原
僚
は
卸
費
債
格
の
基
礎
で
あ
る
が
、

債
格
計
算
の
貫
際
上
の
手
績
き
に
お
い
て
は
、
逆
に
、
卸
賓
債
格

が
原
債
の
高
さ
を
規
定
す
る
。

ω
債
格
形
成
の
場
合
、
原
債
は
、
現
賓
の
諸
原
債
を
も
と
に

し
て
で
な
く
、
計
書
一
原
債
乏
し
て
一
般
的
に
決
定
さ
れ
る
。

ω
ソ
同
盟
経
慣
に
お
い
て
、
原
債
は
低
減
傾
向
に
あ
り
、
ま

た
、
た
え
、
ず
お
し
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
一
九
コ
二
年
六
月
二
十
三
日
、
経
済
活
動
家
合

議
で
お
こ
な
ヮ
た
損
誼
「
新
し
い
情
勢
1

1
経
跨
建
設
の
新
し
い

任
務
」
コ
。
回
白
出
。

0
2
E
S
E
l
l問。回
5
8
E
Z
H
O
M出国
2
5
5
2
4
0

Q
匂

0
5
2
r
2
E
の
な
か
で
、
宜
工
業
と
く
に
機
械
製
作
部
門
が
、
従

来
の
、
よ
う
に
軽
工
業
や
農
業
部
門
か
ら
の
収
入
に
た
工
ら
ず
に
、

自
己
蓄
積
の
資
金
を
も
見
出
さ
ね
ば
た
ち
た
い
と
説
き
、
み
一
一
一
一
た

め
の
資
金
源
は
、
原
債
の
引
下
げ
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

原
債
の
引
き
下
げ
が
、
利
潤
を
増
大
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
蓄

積
テ
ン
ポ
を
速
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
債
の
ひ
き
下
げ
は
ソ
グ

ェ

I
F
経
梼
に
と
っ
て
、
常
に
、
最
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
が
い
か
に
困
難
な
課
題
で
あ
る
か
は
、

第
四
表
に
ま
ヲ
て
も
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

4
 

f
l
u
-
r
e
 

料

品

提
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一

橋

論

叢

第
三
十
三
谷

第
一
一
旗

28 

第 4表第 2~え

5カ年計童
(1933-1937 

年〉における

原債引下計査

とその賞授と

の比較

(車位%)

年次両副五
1933 I 1.5 

1935 I 6.7 

司ヌ円 10.0
資料 HansLanger: 
Das Preissysten宜

1953. 8.58. 

5

7

1

0

1

 

0
3
4
4
0
.
 

原
債
引
き
下
げ
の
貴
績
は
、
第
二
次
五
カ
年
計
霊
の
諸
年
に
、
常

に
、
計
書
一
を
下
廻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
、
ツ
グ
ェ
I
ト
粧
時
開
会
一
時
一
の
来
襲
展
性
の
た
め
に
、
室

ヱ
業
は
、
農
業
部
門
お
よ
び
軽
工
業
部
門
か
ら
の
収
入
に
よ
ヮ
て
、

損
大
再
生
産
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
債
格
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
原
僚
が
卸
買
債
格
よ
り
も
犬
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
利

潤
は
あ
り
え
ず
、
今
日
の
取
引
視
の
ご
と
き
も
の
も
勿
論
横
牧
し

え
な
か
ヲ
た
。
原
債
が
卸
賓
債
格
を
上
廻
る
部
分
は
補
助
金
に
ま

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
き
た
。
|
|
「
債
格
が
計
重
原
債
を
下
廻
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
差
額
を
財
政
資
金
(
困
家
の
補
助
金
)
で
ラ
め

る
必
要
が
生
ず
る
。
:
:
:
楠
助
金
は
、
世
合
主
義
経
梼
の
強
力
な

工
業
基
礎
が
建
設
さ
れ
た
第
一
次
五
カ
年
計
章
期
お
よ
び
第
二
次

v

主
カ
年
計
書
一
期
初
期
に
お
い
て
、
重
工
業
の
護
展
の
た
め
に
ひ
と

つ
の
積
極
的
た
意
味
を
も
っ
て

h
問
。
」
一
九
三
六
年
四
月
に
、

t
/
l
 

「
重
工
業
お
主
び
木
材
工
業
に
封
す
る
園
庫
補
助
金
制
度
」
鹿
止

に
闘
す
る
法
令
が
で
た
。

一
九
四
一
年
に
は
じ
ま
っ
た
鞍
時
経
緯
は
、
ふ
た
た
び
、
こ
の

事
情
を
費
え
た
。
「
閤
家
補
助
金
は
、
鞍
争
経
構
に
お
い
て
も
、
生

産
手
段
の
債
格
を
鞍
前
、
と
同
じ
に
保
つ
た
め
に
必
要
で
あ
丸
山
~
。
」

と
の
補
助
金
制
度
が
再
び
腰
止
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
九
年
か
ら

五

O
年
へ
か
け
て
で
あ
記
。
と
と
で
は
じ
め
て
、
卸
費
債
格
の
構

成
要
素
ξ
し
て
の
原
債
左
利
潤
と
の
闘
係
は
、
粗
倒
立
採
算
制
の
原

則
と
も
一
貫
性
宇
一
有
し
、
重
工
業
・
軒
工
業
、
と
も
に
同
じ
性
格
の

も
の
を
た
っ
た
。
(
但
し
取
引
税
化
つ
い
て
は
、
重
工
業
?
と
軽
工
業

と
は
事
情
が
異
な
る
。
〉

b 

利
潤

利
潤
巴
宮

Ehr一
a
o
H
の

21山
口
口
は
、
取
引
税

E
E吋
円
。
明
。

吉
吋
白
一
色
。
匂

B
E
R
m
g
A
μ
2
一
Z
Hロ，。
4
2
g
u内
左
放
ち
ん
で
、

世
合
的
純
所
得

S
2
E
h
c
H
O』

O由
民
巾

S
E
を
成
し
、
し
た
が
ヲ

て
ま
た
、
取
引
税
、
と
与
も
に
蓄
積
H
讃
大
再
生
産
の
源
泉
で
乱
開
。

(
と
れ
ら
は
、
従
来
寸
剰
飴
生
産
物
L

、
と
よ
ば
れ
て
い
た
も
の
に

あ
た
る

J

蓄
積
フ
ォ
ン
ド
と
し
て
の
利
潤
が
、
取
引
説
、
と
異
な
る
黙
は
、

28 



後
者
が
、

園
出
戒
に
工
る
集
中
的
蓄
積
の
手
段
と
な
り
、

ソ
同
盟
経

各
個
別
企

構
に
お
け
る
佼
割
も
大
き
い
の
に
封
し
て
、
前
者
は
、

業
の
自
己
投
資
の
源
泉
で
あ
る
が
、
従
来
に
お
い
て
は
、

ソ
ヴ
ェ

I
F
軽
捷
に
お
け
る
そ
の
役
割
は
必
ず
し
も
大
き
く
た
か
っ
た
こ

(幻一
v

と
で
あ
る
。

右
の
一
般
的
な
規
定
を
考
慮
し
つ
つ
、
各
企
業
に
よ
る
利
潤
の

用
詮
別
を
見
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
ー
ー

ω
企
業
の

自
己
投
費
。

ω
企
業
の
流
通
手
段
の
増
加
。

ω
横
張
乃
至
起

業
費
用
。

ω
計
霊
的
損
失
の
填
補
。

ω
企
業
長
基
金
へ
の
く

ハ
叩
品
)

り
い
れ
。

自
己
投
賓
の
た
め
に
は
、
利
潤
の
二
O
l
二
五
%
が
使
用
さ
れ
、

流
通
手
段
増
大
の
た
め
に
は
約
六
O
%
ま
で
も
が
使
用
さ
れ
る
。

計
重
利
潤
の
う
ち
企
業
長
基
金

e
c
E
E宮
5
0吉一

E
B
E
2・

皆
目
仏
へ
く
り
い
れ
ら
れ
る
部
分
の
比
重
は
、
業
種
に
ま
っ
て
異

な
り
、
ヱ
業
で
は
一
l
五
%
、
商
業
で
は
一
%
、
建
設
で
は
二
%
、

農
業
補
助
の
清
一
従
業
(
た
と
え
ば
エ
ム
・
テ

I

・
エ
ス
)
で
は

ニ
・
五
%
で
あ
る
。

さ
き
区
、

29 

ゾ
グ
ェ

1
ト
経
構
に
お
け
る
利
潤
の
機
能
に
つ
い
て

一
般
的
に
の
べ
た
こ
と
は
、
利
潤
額
の
決
定
に
づ
い
て
考
察
す
る

y
グ
ェ

1
ト
同
盟
の
債
格
制
度

p
p
r
j
f
A

、

場
合
に
も
顧
み
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
企
業
の
利
潤
は
、
計

重
利
潤
と
し
て
固
定
さ
れ
て
一
万
さ
れ
る
の
で
あ
っ
江
、
結
果
的
に

い
え
ば
、
世
令
的
純
所
得
か
ら
相
営
多
く
の
部
分
が
中
央
政
府
に

取
り
去
ら
れ
た
あ
と
に
、
あ
る
一
定
率
の
利
潤
が
蔑
さ
れ
る
と
と

と
な
る
。

ソ
ヴ
ェ

I
F
工
業
に
お
け
る
利
潤
率
石
口
出

gr
宮
吉
弘

2
E
Z
g

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
O
I
l
-
い
ま
、
取
引
税
ぬ
き
の

卸
頁
債
格
(
企
業
の
卸
責
債
格
)
で
表
示
さ
れ
た
生
産
額
が
一
O

五
O
寓
ル
ー
ブ
ル
、
原
慣
が
一

0
0
0寓
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
利
潤
は
五
O
貫
ル
ー
ブ
ル
と
な
る
。
利
潤
率
は
そ
の
際

ト4
o 
仁J1

0 
0 。
己コ。

ト~I"
01てd
011  

81丸
01、、d
ゐ iマ。11
¥， 1 ト~

で 10
11'9 
¥.11る
¥， 1(""ち
て~ 1ろ。
¥d 

マ

¥.1" 
L 
で

×一
5
0
H
位
式

〈
叩
山
〉

、
と
た
る
。

原
債
の
引
下
げ
と
利
潤
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
利

潤
の
増
加
率
は
生
産
物
の
原
債
の
引
下
雪
上
廻
引
い
し
た
が
ヲ

て
、
ま
た
利
潤
率
は
利
潤
よ
り
も
上
昇
率
が
大
き
い
。
」
す
な
わ

ち
、
さ
き
の
例
に
つ
い
て
原
債
が
一
O
%
さ
が
っ
た
と
椴
定
す
れ

ば
、
利
潤
の
量
は
、

H
0
・u
。。
w
O
O
O
L
で
l
v
wじ
で
|
(
呂
、
。
。
。
u
C
O
O
L
で
I
刈
」
で
×

29 
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i

!

A

P

J

、

広

場

}
r
t

、l
k

a

a

-

唄

d

ャ

4司

J・1

(
{
了
、
ト
ド

一

橋

論

議

第
三
十
一
一
工
穆

第
一
一
銃
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同。。
l
B
H
。

I
l
l
l〉
H
Y
8
0、。。。
V
I
M
-モ

H
C
C
 

と
な
り
、
三
倍
と
な
る
。
そ
の
さ
い
利
潤
率
は
、

トム

I~ 
ト ICコ。、 ICコ
、-l ICコ
決 18

~\Q I~ 
811 
P I¥J 
己)1， 
521ぞ

事I.L
110 、f!-::つ
刊 10
、山

ぞ18
0 
¥， 

マ

¥J 
L 
で

× 
ト-"
〈コ。

と
な
り
、

以
前
の

取・
引三
説倍
以
上
と
た(
る想。

c 

取
引
税

E
B吋

n
c
m
c唱
D4白
山
色
町

H
H
B由日付
N

丘
2

2
一
g
g
t
O
4
0
H

S
M
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
既
に
一
文
を
草
し
て
い
る
(
「
ツ
同
盟

経
済
に
お
け
る
蓄
積
」
『
経
済
研
究
』
五
の
四
銭
U
。
そ
こ
で
は
、
私
の

意
園
し
た
基
本
的
問
題
(
蓄
積
に
お
け
る
取
引
視
の
役
割
)
は
充

分
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
取
引
税
に
づ
い
て
は
、
や
は
り
、
別

に
一
文
を
書
い
て
、
右
の
拙
稿
に
提
示
さ
れ
た
問
題
意
識
と
共

に
、
詳
細
に
こ
れ
を
論
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
日
を
期
し
た
い
。

d

商
業
費
用

商
業
機
関
は
商
品
を
部
門
の
卸
寅
債
格
で
う
け
と
り
園
家
小
賓

債
格
で
販
費
す
る
。
前
者
?
と
後
者
と
の
差
は
、
商
業
費
用

g
目
5
・

目
白
出
国
2
2
5
一一回
g
a
1
0
2
与

8
5
で
あ
る
。
商
業
費
用
に
よ
づ

-〆

J
z
e』
、
古
，
F

《

f

(

{

M

u

t

-

4

 

て
、
商
業
機
闘
は
流
通
費
用

5
認
を
英
国
良
吉
E
何
回
国
国
を
賄
い
、

ま
た
自
己
の
純
所
得
星
日
r-fsHOHH(す
た
わ
ち
利
潤

4
E
m
g
r〉

を
う
け
い
れ
る
。
商
業
費
用
は
、
因
家
小
費
債
格
に
た
い
す
る
一

定
比
率
の
割
引

2
E
E
と
し
て
算
出
さ
れ
る
が
、
若
干
の
場
合

に
は
い
句
賢
一
慣
格
に
た
い
す
る
割
堵
固
定
E
E
と
し
て
も
、
算
出

さ
れ
る
。

(

4

)

己・~戸内向田川凶巾岡山内山内℃コロ
2
向
。
。
九
日
目
}
白
印
。
回
白
出
回
目
回
国
国
旬
。
』
図
。
富
岡
?

印国
D
n
J
『
国
内
の
の
の
℃
・
一
3uu-w
門司℃
-
H
A
3

(

5

)

同
P
S
F
P口
問
。
♂
り
虫
句
HO山田国吋由
8
5
a
o
H
m
C
4
4
0
E
H
H向。戸

出。門戸山口同申
u
u
.
m・
Ha.

(
6
〉
阿
佐
S
F
g
m
o♂
p

・p・。-g.
合
l
s
.

(

7

)

出
自
白

H
S
M
3コ
担
-
伊
・

0
・

m
a・
S
I
S
-
-配
給
制
期

は
、
第
一
一
問
、
か
一
九
二
八

l
一
九
三
四
年
、
第
二
阿
が
一
九
四
一

l

一
九
四
七
年
、
の
一
一
同
で
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
以
後
の
第
二
次
世

界
大
戦
期
に
お
け
る
配
給
制
と
そ
れ
の
廃
止
、
閤
家
小
寅
債
格
。
引

下
げ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
y
連
邦
の
経
済
』
(
岩
波
書
民
一
九
五

三
年
)
王
四
|
五
七
一
良
二
六
八
1

一
七
六
頁
、
お
よ
び
、
『
ソ
グ
品

1
ト
怒
済
論
」
ハ
勤
草
書
一
好
一
九
五
四
年
)
一
四
O
|
一
五
三
頁
、

残
照
。

(

8

)

〉同白提出向図柄山田
31同
の
の
の
℃
・
口
。
旬
明
白
田
岡
山
由
円
悶
白
白
印
刷
向
。
国
O

冨出国・

一「、占何日間国悶・同喧九山品『
-u

円、『勺・

U
H
N
・

(
9
)
C・
F-
河口ヴ日
E
S
E
-
∞-H・の
omo--kr・の

-
E
E
E
F
.当
'
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III 

農
業
製
品
の
債
格

ソ
ヴ
ェ

I
ト
同
盟
に
お
い
て
、
農
産
物
の
商
品
化
は
、

主
つ
の
経
路
を
と
っ
て
お
こ
た
わ
れ
る
。
ー
ー

ω
機
械
ト
ラ
ク

タ
ー
常
置
所
の
作
業
に
封
す
る
現
物
支
蹄
官
官
石

S
B
Z
ヨヌ
U
。

ω
コ
ル
ホ
ー
ズ
か
ら
義
務
納
入
さ
れ
る
農
産
物
を
園
家
が
調
達

す
る
方
法
。
的
圏
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
あ
い
だ
に
締
結
さ
れ
た

契
約
に
も
と
づ
く
、
主
と
し
て
加
工
用
作
物
の
珠
約
買
付
制
に
よ

る
調
達
方
法
。

ω
協
同
組
合
や
園
家
機
関
へ
の
飴
剰
農
産
物
の

任
意
的
た
販
寅
。
的
コ
ル
ホ
ー
ズ
商
業
に
よ
る
底
思

義
務
納
入
広
告
白

g
E
5
5
2吉
岡
田
一
向
日
。
国
民
各
E
E由
民
'

ogロ
宮
口
と
は
、
一
九
三
三
年
度
産
の
穀
物
に
つ
い
て
ま
ず
施
行

せ
ら
れ
、
一
九
四

O
年
以
後
、
そ
の
範
園
が
蹟
大
さ
れ
各
種
の
農

畜
産
物
に
施
行
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
知
規
定
に
大
き
な
改
正
が
施
さ

れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
制
度
。
何
人
、
農
産
物
の
生
産
者
が
義
務

と
し
て
そ
の
生
産
物
を
圏
家
へ
買
却
す
る
制
度
で
も
る
。
そ
の
責

却
量
は
義
務
納
入
ノ
ル
マ
出

4
5
a
Eミ
2
5
Z
H
5
2
g
g
と

し
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
さ
い
園
出
燃
が
生
産
者
へ
支
蹄
う
償
額
の
計

算
基
礎
と
な
る
も
の
が
調
達
債
格

ω
R
2
8
5
2
E
5
5
5ご

つ
ぎ
の

白
山
叩
国
巾
田
口
同
区
南
口
白
山
町
出
勺
H
1

叩
山
由
叩
で
あ
る
。

論
陣
約
買
付
制

R
S
G白
雪
山
百
三
合
的
関
。
己

S
E
m
w
m
g
s
と
は
、

現
在
で
は
主
と
し
て
、
工
事
去
作
物
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

制
度
で
、
工
事
討
作
物
の
生
産
者
と
調
達
機
闘
の
間
に
強
め
結
ぼ
れ

た
契
約
に
し
た
が
っ
て
、
農
産
品
が
右
の
調
達
機
関
に
引
渡
さ
れ

る
。
現
在
の
よ
う
に
殆
ん

E
す
べ
て
の
工
業
が
園
管
と
な
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
ヱ
喜
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
(
ま

た
は
個
人
農
)
段
、
園
家
の
調
達
機
関
に
買
い
つ
け
て
も
ら
う
こ

ξ
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
製
品
を
費
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
場
合
の
債
格
を
も
調
達
債
格
と
い
一
M
V

右
の
義
務
納
入
と
議
約
買
付
と
を
併
せ
て
園
家
調
達
臼
句

2
2・

5
山由

g
p
g
o
r
o
国
2
0げ
mvBH目
的
自
と
い
い
、
そ
の
さ
い
に
適
用

さ
れ
る
の
が
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
調
達
債
格
印
白
「
C
H
C
E
'

E
4
2
F
出巴巾口巾回開

M-二
出
。
切
冊
目
白
日
同
日
除
β
口
問
山
・
出
回
)
叶
∞
一
山
自
由
で
あ
り
、
さ
き
の

刊
の
場
合
を
買
付
臼
白
目
当

E
と
い
い
、
そ
の
揚
A
口
に
適
用
さ
れ
る

債
一
点
J

買
付
債
格

ω白石口
2国
5
Z
2
5
舎

k
g
p
s
s
g

で
あ
る
。
さ
き
の
仰
の
場
合
に
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
債
格
(
ま

た
は
自
由
債
格
)
が
現
わ
れ
る
。
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(1) 

調
達
債
格
、
買
付
債
格
お
よ
び

農
産
品
の
卸
頁
債
格

33 

調
達
債
格

義
務
納
入
の
場
合
の
調
達
債
格
と
、
珠
約
買
付
制
。
場
合
の
調

達
債
格
と
で
は
、
調
達
債
格
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
経
債
に
封
し
て
果

す
機
能
に
お
い
て
、
根
本
的
に
こ
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
主

と
し
て
、
工
事
作
物
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
ソ
同
盟

で
は
、
工
業
は
ほ
と
ん
苫
全
部
岡
管
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
工
喜

作
物
の
買
手
は
濁
占
的
に
園
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
産
原

料
に
封
す
る
調
達
債
格
な
い
し
沈
L

れ
と
は
別
の
生
産
費
の
填
補
形

態
(
『
オ
ト
グ

7
1
p
ヴ
ア
ニ
エ
一
凶
い
は
、
工
業
原
料
の
生
産
を
専

門
的
に
お
こ
な
う
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
全
所
得
お
よ
び
損
大
再
生
産
の

保
件
を
全
面
的
に
決
定
す
る
の
で
あ
(
常
と
こ
ろ
が
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
調
達
債
格
に
土
る
菌
兵
却
は
、
車
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
所

得
の
一
部
分
を
な
す
に
す
ぎ
ず
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
査
所
得
お
よ
び

捷
大
再
生
産
の
依
件
は
、
調
達
債
格
(
お
よ
び
義
務
納
入
ノ
ル
マ
)

の
他
に
、
買
付
債
格
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
領
特
な
ど
に
よ
っ
て
も

規
定
さ
れ
る
。

a y
グ
ェ

1
ト
同
盟
。
債
格
制
度

• ‘
f
 
h
町
S

J

円、
J

， 

F 

V 

へ}
、札~

調
達
債
権
は
、
内
閣
に
よ
っ
て
決
定
さ
弘
~
。
そ
れ
ば
、
通
常
、

地
域
別
の
統
一
一
償
特
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
一
地
方
に
だ
け
産
出

す
る
よ
う
な
作
物
(
た
と
え
ば
茶
〉
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
で
な

(

山

由

)

ぃ
、
た
だ
ひ
と
つ
の
、
調
達
債
格
が
一
不
さ
れ
る
。

調
達
債
格
の
地
方
別
の
格
差
は
、
マ
ホ
ル
カ
の
揚
A
口
は
一
封

一
・
八
、
時
茶
に
つ
い
て
は
一
針
二
・
八

γじ
キ
が
い
も
の
場
合

は
、
一
針
四
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
料
、
と
の
地
方
別
格
差

は
、
農
産
物
の
需
給
関
係
を
勘
案
し
て
、
訴
訟
の
無
北
町
い
需
給
の

混
範
な
ど
を
防
ぐ
目
的
で
、
興
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

調
達
債
格
は
、
ま
た
、
品
質
に
よ
っ
て
も
、
格
差
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
長
続
維
性
の
棉
花
ば
五
O
l
一
0
0
%
、

芳
香
性
の
煙
草
は
二
五
l
五
O
%
、
良
質
の
白
甘
藍
は
五
心
引
七

五
%
が
た
、
通
常
規
格
品
よ
り
そ
の
調
達
債
格
が
高
債
で
あ
る
。

ま
た
同
一
種
類
の
品
目
に
つ
い
て
も
、
品
目
に
よ
り
、
い
く
つ
か

の
規
格
が
典
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
臆
じ
て
債
格
が
異
な
る
。

・
た
と
え
ば
、
マ
ホ
ル
カ
や
茶
に
つ
い
て
は
三
つ
の
、
煙
草
に
つ
い

て
は
五
つ
の
規
格
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
わ
か
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
も
、
品
質
に
鷹
じ
て
値
引
き
あ
る
い
は
値
上
げ
を
行

一
日
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
農
業
技
術
の
引
上
げ
を
目
的
と
す
る
措

33 
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置
で
あ
る
。

第
二
次
五
カ
年
計
章
期
の
初
期
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
首
唱
に
よ
ヲ

て
一
連
の
工
喜
作
物
(
棉
花
、
亜
師
、
甜
菜
、
マ
ホ
ル
ヵ
、
煙
草
、

業
そ
の
他
〉
の
計
章
超
過
J
悦
分
に
封
し
て
、
特
別
報
償
金
口
宮
'

富田国

tE回
明
言
宗
門
か
血
(
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
様
な

計
算
に
よ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
煙
草
の
葉
に
つ
い
て
、
計
霊
に
封

し
て
一
O
%
の
超
過
引
渡
分
に
勤
し
て
は
調
達
債
格
の
五
O
%
の

報
償
金
、
一
O
l
二
五
%
の
超
過
引
渡
分
に
勤
し
で
は
一
0
0
%

の
報
償
金
、
二
五
%
叫
上
の
超
過
引
渡
分
に
潤
し
て
巴
δ
o
%

の
報
償
金
、
と
い
う
。
買
付
債
格

買
付
債
格
も
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
債
格
も
、
と
も
に
、
コ
ル
ホ
ー

ズ
が
園
家
へ
義
務
的
に
引
渡
し
た
あ
と
の
剰
儀
を
自
由
に
底
分
ナ

る
場
合
の
僚
格
で
あ
る
黙
に
お
い
て
は
、
同
一
性
質
を
も
つ
が
、

後
者
が
需
要
供
給
を
も
と
に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
に
謝
し
て
、
前

者
が
園
家
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
黙
に
お
い
て
、
異
な
る
。
ま
た

金
田
と
し
て
、
前
者
一
は
後
者
を
下
廻
っ
て
い
叫
w

買
付
債
格
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
債
格
と
は
、
互
い
に
競
合
的
な

関
係
に
た
づ
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
債
格
が
さ
が
れ
ば
、

b 

コ
ル
ホ

I

ズ
ば
、
工
り
多
く
の
部
分
を
買
付
債
格
で
協
同
組
合
ま
た
は
圏
家

機
闘
に
買
ろ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
逆
も
ま
た
安
首
す
る
。

農
産
品
卸
責
債
格

調
達
機
闘
お
よ
び
商
業
機
闘
は
買
い
付
け
た
穀
物
を
卸
費
債
格

。
日
。
回
巴
巾
口
四
国
巴
一
白
山
田

p
g思
己
目
白
叩
Z
M
V
B
U
O
で
寅
却
す
る
。
農
産

品
の
卸
費
債
格
は
、
調
達
償
絡
ま
た
は
買
付
債
格
、
特
別
報
償
金

司
品
目
日
刊
誌

5
口
げ
宮
市
川
品
質
に
よ
る
値
引
き
ま
た
は
割
節
目

O
S
F

片
山

g
pぴ
E
O
R円

2
8
2出
口
げ
目
立
。
、
運
送
費
用
の
他
に
、
調
達
機
闘
ま
た

は
商
業
機
関
の
う
け
と
る
べ
き
債
格
割
喰

H
V
B山
申
告
訟
の
巴
品
、

商
業
費
用
出

S
F広
告
自
目
。
を
合
む
。
後
者
の
な
か
か
ら
、
調

達
機
闘
お
よ
び
商
業
機
関
の
利
潤
が
え
ら
ル
封
。

C 

(2) 

ヨ
ル
ホ

1
ズ
市
場
債
格
ま
た
は
自
由
債
格

ソ
ヴ
ェ

1
ト
商
業
は
、
吐
合
化
商
業
(
園
地
百
商
業
お
よ
び
協
同

組
合
商
業
)
以
外
に
、
非
社
合
化
商
業
と
し
て
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
商

業

5
員
o
u
吉
田
吋
C

℃
「
。
自
国
一
一
内
三
の
げ
つ
吾
包
含
]
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
ソ
グ
ェ

l
ト
一
位
舎
に
、
全
人
民
的
所
有
H
困
有
閥

係
と
な
ら
ん
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
闘
係
が
残
存
し
て
い
る
ζ

と

か
ら
由
来
し
て
い
る
。

34 
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コ
ル
ホ
ー
ズ
商
業
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
制
度
の
確
立
期
に
、
一
つ

の
制
度
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
一
九
三
二
年
五
月
六
日
に
ソ
同
盟

人
民
委
員
合
議
と
金
同
盟
共
産
第
〈
ポ
リ
シ
ェ
グ
ィ
キ
)
中
央
委

員
舎
は
、
「
一
九
三
二
年
度
牧
穫
の
穀
物
調
達
計
量
と
、
穀
物
の

コ
ル
ホ
ー
ズ
商
業
の
展
開
に
つ
い
て
」
と
い
ろ
決
定
仁
田
し
、
そ

の
な
か
で
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
商
業
を
公
認
し
て
い
る
。

こ
の
市
場
へ
翼
手
と
し
て
現
わ
れ
る
の
は
、
基
本
的
に
は
、

ω

義
務
納
入
を
果
し
た
あ
と
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
、

ω自
己
の
宅

地
附
属
地
の
産
物
と
自
己
自
身
の
家
畜
と
を
責
る
と
と
ろ
の
コ
ル

ホ
ー
ズ
農
民
で
あ
る
が
、
附
随
的
に
は
、

ω湘
人
農
お
よ
び
、
川
w

副
業
経
畿
の
産
物
を
買
り
に
出
す
都
市
住
民
で
あ
り
、
買
手
と
し

て
現
わ
れ
る
の
は
、

ω泊
費
者
、
特
に
都
市
住
民
、
お
よ
び
、

ω

自
己
の
販
責
網
府
内
パ
轄
寅
す
る
た
め
に
自
由
な
買
付
を
許
さ
れ
た

諸
協
同
組
合
で
あ
り
到
。

し
た
が
っ
て
、
ソ
グ
ェ
I
ト
困
民
の
泊
費
生
活
は
、
主
と
し
て

圏
鋒
商
庄
よ
り
園
家
小
買
債
格
に
よ
っ
て
責
り
出
さ
れ
る
諸
商
品

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
以
外
に
、
そ
の
ご
く
一
部
分
は
、
コ
ル

ホ
ー
ズ
市
場
に
お
い
て
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
債
絡
に
よ
っ
て
買
り

出
さ
れ
る
農
業
製
品
に
よ
っ
て
も
賄
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

ツ
グ
ェ

1
ト
同
盟
@
債
格
制
度

、

F

-
a
h
H民
事
広
町
、

Rwiphre

‘ 
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ソ
グ
ェ

I
F
債
格
龍
系
の
一
部
分
と
し
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
債
格
色
O
H
V
H
2
8
仏

2
肉。戸口何回

2
5片
付
お
ま

た
は
自
由
債
格
門
出
。
吟
丘
町

po門
誌
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
設

明
を
興
え
た
く
て
は
た
ら
た
い
。

円
ソ
グ
ェ
I
ト
債
格
制
度
』
の
著
者
、
ハ
ン
ス
・
ラ
ン
ガ
ー
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
の
本
質
を
の
べ
つ
つ
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
債
格

を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
Q

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
関
φ
?

の

F
S
E
R
E
の
本
質
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民

が
、
自
分
の
農
産
物
飴
剰
を
内
口
小
町
わ
ん
r
い
か
が
骨
和
や
自
分
の
裁
量

に
も
と
づ
い
て
寅
る
こ
と
が
で
き
る
(
自
由
市
揚
〉
と
い
う
射
、

お
よ
び
、
と
の
市
揚
の
債
格
は
骨
野
山
間
幹
U
い
が
い
y

?

?

内問中山
P

形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
黙
に
み
討
。
」

彼
は
、
こ
の
一
伺
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

|
|
第
一
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
債
格
は
、
園
家
小
買
債
格
と
ち

が
っ
て
、
圏
家
が
規
定
し
た
債
格
で
は
な
く
、
自
由
た
債
格
で
あ

る
。
第
二
に
、
そ
の
債
格
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
裁
量
(
し
た

が
っ
て
そ
の
基
礎
に
は
、
生
産
物
の
生
産
費
が
あ
る

J

F
」
需
要

供
給
と
に
よ
っ
て
き
ま
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
は
、
だ
が
、
資
本
主
義
諸
閣
に
お
い
て
み
ら
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〆

・

位

州

一

橋

論

議

第
三
十
一
一
?
怨

崎
市
一
一
滋

札
る
よ
う
な
、
草
た
は
バ
自
由
市
場
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
投
機

者
や
仲
買
人
が
い
た
一
円
。
そ
れ
は
、
農
業
生
産
品
に
つ
い
て
直
接

生
産
者
と
直
接
泊
費
者
の
み
が
相
封
す
る
こ
と
を
え
る
市
場
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
品
川
閣
僚
一
習
い
、
資
本
主
義

的
た
意
味
に
お
け
る
自
由
な
債
格
で
は
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
間
家
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
揚
に
封
し
て
販
費
量

や
債
格
を
指
定
せ
ず
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
債
格
が
需
要
供
給
に
よ

っ
て
う
ご
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
憧
と
し
て
の
計
章
一
化
や
園
家

債
格
制
度
に
封
し
て
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
(
叩
官

然
な
疑
問
に
封
し
て
共
の
三
つ
の
保
件
が
そ
の
答
を
興
え
る
。

第
一
に
、
閤
家
が
、
直
接
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
市
場
の
供
給
量
を

指
定
し
な
い
こ
と
は
事
貫
で
あ
る
が
、
他
方
、
間
家
は
、
エ
ム
・

テ

1
・
エ
ス
を
も
含
め
て
、
ほ
と
ん
ど
一
切
の
生
産
手
段
を
所
有

し
て
お
り
、
そ
の
賠
か
ら
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
の
需
給
関
係
に
影

響
を
興
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
岡
家
は
中
央
集
中
的
調

達
に
よ
っ
て
農
産
物
の
大
部
分
を
所
有
し
て
い
る
。
第
三
に
、
し

た
が
っ
て
ま
た
、
組
織
商
業
は
会
泊
費
物
資
の
最
大
部
分
を
そ
の

掌
中
に
撮
っ
て
い
る
。

第
三
の
黙
に
つ
い
て
や
や
く
わ
し
く
説
明
し
よ
う
。

::: 

Jレ

ホ

主プ

ズ
市
場
の
範
聞
は
一
九
三
五
i
一
一
一
六
年
に
、
穀
物
の
三
・
四
%
、

じ
ゃ
が
い
も
空
二
・
三
%
、
野
菜
の
一
六
・
五
%
、
牛
乳
お
よ

び
乳
製
品
の
一
三
・
一
二
%
に
お
よ
ん
だ
。
一
九
三
九
年
に
は
、
そ

の
取
引
額
は
一
ニ
O
O
億
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
生
活

手
段
の
金
供
給
量
の
二
O
i
二
五
%
に
あ
た
っ
た
。
一
九
四
O
年

に
は
小
賀
商
業
取
引
綿
額
の
一
切
・
0
%
を
、
一
九
五
二
年
に
は

右
総
額
の
二
了
O
%
を
占
め
た
。

し
た
が
っ
て
、
消
費
財
、
あ
る
い
は
、
食
料
品
に
つ
い
て
、
指

導
的
た
役
割
を
果
す
の
は
、
園
家
小
寅
僚
絡
で
あ
っ
て
、
コ
ル
ホ

ー
ズ
市
場
一
慣
特
で
は
丸
一
町
。
ま
た
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
一
債
格
そ
の

も
の
は
園
民
の
貨
幣
所
得
と
国
後
商
業
お
よ
び
協
同
組
令
商
業
の

商
品
量
と
が
均
衡
す
る
と
き
は
圏
家
債
格
に
等
し
い
か
又
は
そ
れ

を
柏
下
姐
る
。
た
と
え
ば
、
鞍
前
の
バ
ン
、
食
肉
、
バ
タ
ー
な
ど

が
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
的
に
ま
た
時
間
的
に
商
品
供

給
に
一
時
的
な
間
隙
が
お
こ
る
揚
A
口
に
は
、
自
由
債
格
は
園
家
債

格
を
少
し
上
魁
る
。
戟
比
一
一
則
の
野
菜
、
牛
乳
お
よ
び
乳
製
品
が
そ
う

古
川
の
つ
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
が
現
段
階
の
ソ
ヴ
ェ
I
ト
商
業
に
輿
え
て
い

る
利
鮎
は
、
祉
合
化
商
業
が
園
民
の
給
養
を
全
面
的
に
把
ん
で
行

36 
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〈
過
程
で
、
そ
れ
の
及
ば
な
い
黙
を
、
比
較
的
少
な
い
経
構
的
な

費
用
で
補
ヲ
て
い
る
結
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
吐
合
化
商
業
の
一
時

的
乃
至
局
所
的
な
困
難
に
封
す
る
一
つ
の
ヴ
ェ
ン
チ
レ

l
h
p
I
の

役
割
を
果
ナ
と
と
で
あ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
が
形
成
さ
れ
た
直

後
が
さ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
困
難
が
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
り
、

ま
た
企
図
的
規
模
に
及
ん
だ
と
き
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
は
そ
の

重
要
性
を
ま
し
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
僚
特
は
昂
騰
レ
、
し
た
が
ヲ

て
ま
た
、
ソ
グ
ェ

l
干
慎
格
髄
系
は
混
乱
す
る
。
鞍
時
中
は
そ
の

趨
例
で
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
債
格
の
機
能
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
そ
の

可
動
性
と
地
方
的
規
模
の
経
詩
的
事
情
へ
の
遁
臆
性
左
の
故
に
、

全
図
的
に
い
か
な
る
経
構
扶
勢
が
支
配
し
、
そ
の
さ
い
い
か
な
る

要
因
が
働
い
て
い
る
か
を
小
さ
な
規
模
で
示
す
一
つ
の
「
試
験
市

場
」

HVBヴ
白

5
2
r
の
佼
割
を
は
た
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
ヲ

て
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
は
圏
民
の
給
養
の
一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

を
た
し
て
い
る
。
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(
M
4
)

野
今
村
一
雄
・
削
島
種
典
編
『
ツ
ヴ
ェ

I
ト
経
済
O

分
析
』
(
劫

掌
書
房
一
九
五
四
年
U

の
な
か
O

拙
稿
「
枇
合
主
義
か
ら
共
産
主

.
義
へ
の
漸
次
的
移
行
」
二
九
九
頁
、
お
よ
び
、
地
図
穎
昭
「
農
業
。

Y 

グ

ト

同
盟
αコ
債
格
信リ
度

制
度
」
一
一
五
一
良
以
下
、
参
照
。
な
お
、
つ
ぎ
を
も
た
♂
照
さ
れ
た
い
。

l
i
b
-
呂
田
出
印
四
国
内
名
門
司
時
白
宮
町
内
P

Q
℃・同明ド・

(
日
記
)
的
場
徳
造
「
y
連
邦
の
農
産
物
特
に
穀
物
。
調
建
制
度
と
そ
の

意
義
」
『
農
業
綜
合
研
究
』
五
の
一
一
扱
(
一
九
五
一
年
一
月
)
一
八

五
l
一
九
六
頁
、
参
照
。

(
円
四
)
『
終
済
研
究
』
五
の
三
按
の
拙
稿
の
う
ち
、
調
建
債
格
お
よ
び

貸
付
屈
同
格
に
針
ず
る
説
明
(
一
二
七
支
)
は
、
設
ま
り
と
不
充
分
さ

が
あ
っ
た
。
と
と
で
正
し
て
お
く
。
な
お
、
吹
を
参
照
さ
れ
た
い
o

l
-
-
E旬
国
道
お
お
話
実

S
E
E
-
V
J
-
m
m吉
岡
門
叶
℃
・
お

H
l
r

。-T
河
口
ゲ
H

ロ巴
0
5
2
p
-
-
w
E
s
p・
c・
m-HU∞
u
b
a
~
r
t出
hwm岡
山
田
守

日v
p
g玄
炭
m
・
2
日
】
お
ω・

(
引
剖
)
調
達
債
格
お
よ
び
買
付
債
持
白
羽
水
準
や
そ
れ
に
関
連
す
る
諾

事
項
に
つ
い
て
は
、
『
終
済
研
究
』
去
の
三
殺
に
の
せ
た
荊
稿
を
見

ら
れ
た
い
。

(
お
)
原
語
は

2
0目
白
宮
目
白
富
市
、
濁
諜
じ
て
さ

h
q
g
pヴ
moHHC凶
MH

と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
来
、
商
品
代
償
制
度
、
商
品
交
付
制
度
と
似

課
さ
れ
て
い
る
。
一
九
=
一

O
年
以
来
園
管
工
業
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の

間
に
お
と
な
わ
れ
て
き
た
ヱ
婆
周
作
物
白
一
種
の
深
約
四
μ
付
制
度

で
、
農
産
品
の
代
僚
が
貨
幣
だ
け
で
は
な
く
、
農
村
白
必
要
と
す
る

工
業
製
品
で
支
排
わ
れ
た
。
ォ
ト
ヴ
ァ

l
p
u
v
ア
ニ
エ
に
、
ス

R

l

p
y
が
奥
え
た
意
味
づ
け
に
つ
い
て
は
、
彼
の
『
y
同
盟
に
お
げ
る

一
位
合
主
義
θ

経
済
的
諮
問
魁
』

ω
5
5
5
2刊
円
阿
国
内
コ
℃

o
m
h
2
5
2，

EEEhE認
白
聞
の
の
の
℃
・
(
一
九
五
一
一
年
)
を
見
ら
れ
た
い
。

ハお

u

b
・
3
白出
ω伸
民
自

4

3

4
白
冨
提

O
U
R
-
H
8
1
H
U
+・
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一

橋

論

議

第
三
十
三
巻

第
一
法

(
幻
)
包
・
玄
白
出
ω巾回目
4
3
g
豆
諸
-
n
n
-
Mま
I
S
M
-

(
叩
拍
)
の
-
F・剛山
β
ヴ
吉
田
H
O
E
O門
担
f
w
p・世・

0
・∞

-
U
3・

(
叩
抑
)
の
-
F・剛山
β
立
5
2
E
2
P
H
-
w
p・
p・。・

m
m
Y
M
M叫
l
u
g
-

(
川
刊
)
マ
イ
ぜ
シ
ペ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
に
棉
花
に
勤
し
て

奥
え
ら
れ
た
の
が
ほ
ビ
め
で
、
漸
次
他
。
ヱ
築
作
物
に
及
ぼ
さ
れ
た

と
い
う
。
(
己
-
R
古
田
ω何回同何回
V
H
J
4
3両
国
内
向
一
門
司
唱
巴
《
)

(
但
)
こ
の
率
は
、

C
・
F-
河
口

σ凶器
H
O
E
2
巴
-up・何
W

・
O
-
m
m
p
u
s
-

2
・
に
よ
っ
た
。
な
お
、
-
『
】
・

~r
目白出臼四国明

my・
3
三
国
内
?
門
P
H
ま
i

H唱
∞
一
同
担
口
出

F
Pロ
m
o
p
F
P
C
-
ω
・
ロ
・
ゑ
照
。

(
位
)
己
・
呂
白
出
ω富市山
4
3
8
Z
演目
4
2℃・

5
u・

(
円
相
)
の
-
F
-
mロヴ山口回
H
O
E
O門
戸
了

P・
P・
0
・
m
-
M
m
u・

(
川
竹
)
コ
c
q担
問
。
回
旬
開
回
目
刊
の
O回
m
w
S
Z白唱。一同
HPHHH〈
0
5山内門出向
UQ国
の
の
'

の
同
)
目
白
【
H
m
M
向↓沼山
h
F
図
。
『
。
日
{
O
富田↓巾

-g
回目ハコ(由
)

C

J

『
町
富
山
国
H
申

ωN

『
。
同
白
《
。
自
白
同
市
岡
』
巾
mcu白円
c
g目。
R
E
V
-
-
}
Q
V再
コ
国
同
呂
町
・
間
宮
，

臼
田
町
匂
『
宮
田
山
国
民
回
目
。
hHOU国
O
B
g
H】「
C
E
Z
Eロロ
O
S
I
-
-
と
の
決
定

は
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
の
一
九
三
二
年
五
月
七
日
撲
に
掲
載
さ
れ
た
。

(
の
S
E
F
の
2
5
2
E
F
4・
ロ
二
日
目
}
・

ω
8・
大
月
害
賠
版
『
λ

タ
I
F
Y
全
集
』
第
十
三
念
四
一
一
広
頁
)

(
M
W
)

の
・
河
口
立
回
目
g
s
a
p
-
-
w
p・
p・
c
-
ω
・
ωum-

(
M
刊
)
同
P白
血

F
P口問。
H
w
p・
p・
c-ω
・∞]「

(
円
引
)
出
P
S
F但
r
m
O
3
p・
p・
。
-m-
∞
H・
(
傍
結
引
用
者
)
。

(
特
)
ス
タ

I
F
Y
は
、
一
九
三
三
年
一
月
七
日
に
裳
の
中
央
委
員
舎
、

中
央
統
制
委
員
合
合
同
線
舎
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
o

r--
「
わ
れ
わ
れ
は
、
と
り
数
年
間
に
個
人
商
人
、
商
業
者
、
あ
ら

』
、』

ゆ
る
種
類
。
仲
買
人
を
も
、
商
品
流
活
か
ら
完
全
に
踊
}
迭
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
個
人
商
人
や
投
機
怖

が
、
隔
世
遺
停
の
法
則
に
よ
っ
て
商
品
流
通
の
な
か
に
ふ
た
た
び
あ

ら
わ
れ
、
と
の
駄
で
彼
ら
に
も
っ
と
も
有
利
な
分
野
で
あ
る
コ
ル
ホ

ー
ズ
商
業
を
利
用
ナ
る
と
い
う
可
能
性
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
自
身
が
と
き
と
ナ
る
と

投
機
を
は
じ
め
か
ね
な
い

O

で
あ
る
、
，
I
l
i
-
-
-
だ
が
、
と
白
よ
う

な
不
健
全
な
現
象
に
た
い
し
て
は
、
わ
が
図
に
は
投
機
の
禁
止
と
投

機
師
。
庭
罰
の
措
置
に
づ
い
て
、
ソ
グ
ェ

1
ト
権
力
が
き
い
き
ん
制

定
し
た
法
律
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ど
存
じ
の
よ
う
に
、
と
の
法
律
は

と
く
に
寛
大
に
失
ナ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
」
(
の
4

包
E
F
の
?

』出国
2

5

4
・
ロ
-
q
H
V
N
2
邦
議
二
二
八
頁
)
ス
タ
I
リ
シ
が
こ

こ
で
い
っ
て
い
る
法
律
と
は
、
一
九
三
二
年
八
月
二
十
三
日
の
ソ
同

盟
中
央
執
行
委
員
舎
お
よ
び
人
民
合
議
。
決
定
「
投
機
に
た
い
す
る

闘
争
に
づ
い
て
」
口
。
2
日
5
E
g
g由
民
何
回
寸
宮
己
r
E
G
g
X
2
c
h
E

出国
4
2
E
O
B
欠。
5
4
2印
国
の
。
国
内
4白
回
出
℃
口
同
固
に
凶
宍
O京国門口白℃
O回

の
08ω
白
の
の
旬
。
司

NN
同国
J
1円-『臼

H叫ん山
N
「

OHm凶
《
。
明
。
目
u
r
m
m
n
o

門
司
冊
目
吉
田
HH吉
田
》
(
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
一
九
一
ニ
二
年
八
月
一
一
一
一
一
日
)
で
あ

る
。
戦
時
中
に
は
一
位
曾
化
商
業
の
指
導
性
が
弛
み
、
と
白
禁
止
さ
れ

た
投
機
が
、
か
な
り
の
程
度
に
僚
が
っ
た
。

(
m
w
)

の
・
列
目
立
国
出
宮
山
口

2
p
f
p
-
担
・
。
-m-ω
ミ・

(

ω

)

出
Pロ∞

F
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H
J
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目
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】
叩
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F
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c
・
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(
一
橋
大
祭
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